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實 驗 材 料 並 び に 實 驗 方 法

實驗 材 料 並 び に 實 驗 方 法
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續發性微弱陣痛 の 症例

原 發 性 及 び 續 發 性 微 翡 陣痛 例 に 於 け る成

　　　　　　　　　　　　　言

　微弱障痛は前 驅 症状 もな く發 生 しそ の 診斷は 必ず しも

容易 で は な く，叉治濠 に當 つ て は 常 に産科醫を困惑せ し

め る 疾患で ， しか もそ の 原2コは極め て 多 岐に わ た 9 分 娩

病 堙 上 か ら 毛何等 の 解明 が 彳∫わ れ て い な い の で，そ の 解

決は 産科領域 に於け る主要課題 の 1．つ である．本症の 發

生 原因は分娩護來機序が 充分明 らか に さ れ てい な い 今 日

尚不 萌な 點が 多い が ， 臨 床生 理 學的研 究と耜俟つ て 内分

泌 ・神經 ・生 化學的檢索等 に よつ て 本症の 真因を解明し

得る 日も遠い 将來では ない と期待 さ れ る 1｝．

　本症 の 本態 を閘明 し， そ の 原因及 び 發坐 機轉 を明 らか

に す る に は 先ず臨床的見 地 か ら分 娩 の 生 理 を明ら か に し

な けれ ば な らな い ．古來幾多 の 先 入 に よつ て分 娩時 子宮

牧縮 の 生 理 的意義 を 明 らか に しよ うと す る 努力 が 拂 わ

れ ， 幾多の 業績が發表 η さ れたが ， 未だ
一

定 の 結論に達

せ ず諸説紛A・た る 現状であ る。然 る に こ の 間 Reynolds

等
3） に よつ て 導か れ た 結論即 ち 正常 分 娩第1 期 で 1ま子宮

底部が 優位で ， 頸管 の 蹟大 は子宮底部 （以 下底部）か ら

子宮下部 （以 下下部） に 至 る活動の 匂 配に墓つ くもの で

あ る とす る 論は 分娩生理 上 貴重 な 業績 と 云 うべ き で あ

る．只 氏 の 實驗で選憾 な 點は實驗裝置 の 中で檢壓器 の 觸

桿 の 加壓力が 強 くて可動範圍 が 小 さい こ とで ， そ の た め

か 氏等
4 ）は 娩出期陣痛を描記 し得ない とし ， 從つ て微弱

陣痛や 異常陣痛 に對す る檢討 も極 め て 瞑昧で あ つ た こ と

で あ る。

　先般私 は こ の様な 缺 點 を 指 摘 して新た に陣痛測定器 を

考 案 しこ れ を 發表
5） した が ， 本器 に よ っ て 正 常分 娩 時 の

陣痛 を 曲線的に 記録 し ， 更 に 微弱陣痛 を 診斷 し得 る か 否

か を明 らか に した ．
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第 　 1　編 正 　常　分 　娩　陣　痛

　　　　　　　 鑛 1 章　緒 　　言

　微 弱 陣痛時 の 子 宮牧 縮 』 線の 檢索に 先立 ち ま ず正 常分

娩 庫痛時の 子宮收縮曲線を卍録 し， 記録曲線 を 分析檢討

した 系1

「1果を 報告づ
『
る．

　　　　弟 琵章　寰驗新肇椪 び1こ 資驗方法

　第 1節 實驗材料 昭 和29年 1 月 か ら30年 3月 に 至 る

問，闘 東 逓 信病 院外 來 を 訪れ た 妊 婦 中，醴 骼 中 等，榮 養

可良で特筆すべ き臨盆歴 な く，， 婚後2 年以 内に 妊娠し

しか も妊娠魎遥中格別 の 合併症もな く ， 経産婦では 前囘

分 娩時 に 何 等 の 異 常 ．二認 め な か っ た 正 常産婦80名 （初 ・

經産婦各 4e名） を選 び ， そ の 内正 規西，單胎で 臨床 的に

正 常分娩經過 を辿つ た初壼婦，經産婦各 10名宛を無作爲

に 拍出 し ， 全 分娩經過 を觀察 した．

　第 2 節　寅驗方 法　1）　賀驗髪i置は 私 の 考案 した 新陣

fp　HU定器を用 い ， 壓力檢出器を底部及 び 下部に 設置 し，

陣痛開始 と同時に 測定 蓬始 め ， 途中排便 時 の み 起 床 させ

食事其他 一切 は 仰 臥 位 の 隴 で 行 わ せ ，胎 見 娩 出 ま で測 疋

した。2）　記録の 分 析 　記録曲線の 呼稱 ：陣痛發作は華

線 上 か ら上 方 へ 薮動 し1［J・び 基線に 復す る までとし， 乱方

へ 變動 を開始した 黥 を收縮開始時期 ， 基線 1・1．復 した 點 を

收縮終了時期 と見俄 し， 收縮閉始時 か ら星高點 1に 達す る

ま で を牧縮期間，最高點か ら耳妨 ｝自終了ま で を弛綏期問，

收縮終了か ら次の 收 縮 開始 ま で を 問 歇期間と した ．基 線

とは 壓力壬僉出器 を陣痛間歇時、こ 肱畦上 に 設 L二した 際 ， 記

録曲線．Lに 示 され た子宮筋 i・一ヌ ス の 表 わ す線をい う．

　分析方法 ：分娩第 1期では 陣痛開始 か ら子 宮 口 全開大

に 三 る 各所 要 時間 を 4 等 分 し て ， そ れ ぞ れ A 期，B 期 ，

C 期，D 期 と名付 け， 各 辷 の 時期 に つ き障痛 の 全般的

特性 と阡痛曲線の 特性 とに分けて 濯釘曲線の 分析を行つ

た 。

　 （1）陣痛 の 全 般的特性　 1 ） 総取綜囘數は 底部 の 收縮

囘數 を とり ， 1）牧詣囘數は 1蒔 筒 の 收縮囘數 （平均）

を 以 て 表 わ し，皿）發作期間の 面積
．・r： （IY寺間値） は發

作期 間 の 面 積 を綛計 して 1 峙間當りの 量 に 換算 した．尚

面 積 の 計算は プ ラ ニ メ
ー

トル を 用 い 3 囘ゾ 計算値 の 平均

を 求め た （單位は cm ：D　（以 下 同様）、　 W ） 收 縮期聞 の 1

面 積量 ⊂1時 聞値）は收縮期間 の 面 たを總計 して 1 時間

當 りの 量 に換算 した ．

　（2）陣痛曲線の 待性　 1）收縮時間 ， 豆）弛緩眠凱

亜）發作時間，⊥v）閊歇 「寺問， v ）牧縮の 張 さ，、tt） 濮

作期間 の 面 債，堋 ） 收縮期間の 面 積

　分娩第 2 期は 全期を 1期 として 次の 事項 を検索 した。

1）收縮囘數，豆）牧縮時闇，盈）發作期間の 面 積，W ）

發作期間 襾 積の 合計 ， V ）底部 と下部の 收縮開始時尚差

　　　　　　　 第 諺章　實驗賊績

　第 1節　分娩第 1期

　第 1項 　初産婦

　A ．子 宮 底部　第 1 表 及 び 第 2 表 は そ れ ぞ れ 陣痛の 全

般的 特 性 及び陣痛 曲線の 特注 に つ い て の 測定値 ， 平ち

値及 び 母平均 の 信岬 阪界
＊ の 成績 ご 示 し， 第 3表 ぽ 各期

（A 期 ， B 期 ，
　 C 期 ，

　 D 期 ） の 測定値 の 平 均櫨柚 互 間の

有意差檢定
＊＊の 結果 （ ：麦示 した。

　B 。子宮 下 部A 期に の み牧縮 匙示 し頸管が 卩コ大し飴め

る と消 失 す る ．第 4 表 ぱ混 定値，平 均 値 及 び母 平 均 の 「p

頼限界
＊

の成績を示 す，

　第 2項 　經産婦

　A 。子 宮庭 邦　第 5表 及 び 第 6 表 は そ れ ぞ れ 陣痛の 全

灘コ

ρ

2卍1

尋i量匚 r
−

　 ．7 旨舞諠
．

第 　 　 1　 　 表

購曇≒し鑑譲 ，

コ
ロ　 ぬ

覊
　　蕎．　 1
匚
一

＝ ＿＿　　 　1

　　，；s，・　 a」　 1
　

・「
』
’
　 昌 　　　　

1

第 2 衣

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 32年 2 月 1 日 須　田 ／87− 87
“

第 　 3　 表
．

A ド5　一   ヒ C61 と 乃 口ごA
1鳳

　 仮癌回 数 も、舛 45 　 1 押 げ
’．

喰璽 回ら舶 彳 r7 　　　
．　一 ア

．
，　　　　　　　目1諤
ピ　　　　

ト
「　　　　一
レ
1瓸

3　 　
1．一一．

4 ⊥−
6　 厂
ρ

　 噂

2 卯

　’　ド
　　ー．

．： 」
　 1
コ

L　 　　 　　 　 む 515 「 ［

｝
誓魃 　 匐 2 ’4　　　．σ ノ3 彳　 1
」南　 冏 r．〜ら 　 F ，8．

　　■
3．岬 F

』に 　舶 丿
守 「2ヒ ．

7 押 卩
L 鍬　　五r， 」　 疋 7．5耳

第 　　 4　　表

1搾　o
・
至般臼

「t ・乍i　 坤 漏　曲　緑 　の　　 市窒

、稲匚．h・亡棚 欄 I　 I　 鸚 講
．、

12

　 索
一「一

黙
．，

1噛

Ill ≠等 播
’可2　．−
4τ5

坦 1一猫
5弓2 ω　

尸
5δ「’f　 22　012
5「 ｛／

1、ラ1 σ55一一
丁 　 ∫4 う612 ・1 到 4σ乏 46．ヨ ゴ‘ 5　 1 鱒 5rl．餌
4　 ≦．51 ％ 51釧 2．了 2，，23F ．45 ゴ．6 釦 死

．、5 タ．23
　　5

．
望 ゴ 哩．ぎ・　 31

F那 1蕩 藩
覗 ．3
　
り3

乙24

臼　 72− 一一
一4・．．1鰯 ；5

ボ5 附 ．5．5 厂

丿　 1
西軅

鴫
タ．45
妬 5L

13　 ‘ 1 ∬　　 1、5
ド
ー
ξ
一
「
一

了
．一．

2 翼 24

与β．23
冗72

σ マ　　　　ー’
5ll ・麟

「．44　−
‘ 25
夢3ヲ

Of

纛雛鑾
4写．54
囗，5

竺735

り138
アー一

ヰ
　 評 6雛羅魑

攷

≡
〜

璽
7

至
⊥

」

　 第 　 　 5　 　 表
…
− τ一 1章、

一
ず陛

　慝 ギ   ．鬘魏 潤 i
　 　 34　　　 3　F4　　　

「z　　　 ．，．3　　　 f2

　 　 　 　 卩 2’　　　 t’　　 泓
．
　　 ．阿壽 ご一

　 　 　 　 　 25 　 ff ド3．」’tLI 喟 7s　　　　　
o

報 一弍 、
．‡ 蒸野Ii

’．’

i
鹸 曇講 、

1

−。翌⊥：一編 ≡1 螽　。町 5陬 π 彑＝臨農 一一

第

　 毅的特性及び 陣痛曲線の特性 につ い て の 測定値，平均値．

　 及 び 母平均の 信頼阪界
lt

の 成 績 を，第 7表 ぽ 各期 （A 期，

　 B 期，C 期，　 D 期） の 測定値 の 平均随相互 間 の 有 意 差檢

　 定
＊＊

の 結果を 示す．

　　 B ．子宮下部　10例 中 4 例 が A 期の み 牧縮 を 承 し．頸

　 管が 開 大す る に っ れ て消 失 す る．第 8 表 ば 測定値 s 平 均

　 値及 び 母平均の 信頼限界
＊

の 成績を示す。

　　 第3 順　初産婦と經匠飾 の 分娩時期による差

　　 分 娩各期別の 初産 婦 と經産婦 との 閲 の 差の 檢定
麟 ぽ

　 第 1 ・2 ・5 ・6衣 の 測定値 に 基 き行い
， そ の 成績 は 第 9

　 及 び10表に 示 した ．

　　 第 4項　小　括

　　 陣捕 の 全 般 的特性 ： 初産 で は總 收 縮 圓 鉱 ，發 作期間 の

　 面 租量 及 び 收縮期間の 面積量 が，分 娩 進行 に 伴 い A 戴．

　 → B 期 → C 期 → ］ 期 に 向 い 漸 次増 加 し，分 娩第 1 期末 に

　 彙大 に達 し，牧 縮 囘 數 は A 期 か ら B 期 ， C 期 か らD 期と

　 増すが，B 期 か らC 期 の 増加 ま有意 と認 ぬ 難い 。叉 紅産

　 婦 は 總收縮β1數，收縮囘數，發 作 期 間 の 面 積量 及 び 牧縮

　 期間の 面積量 が 分 妣進行 に伴 い A 期 → 鬘 期 → C 期 → D 期

　 と次第に 増加 し ， 分嫡第 1 則末 に最大に 達 す る m

　　 陣痛曲線の 特性 ： 初産婦では 分 娩闃始直後最 も長 く收

　 縮 し弛緩に も 時 間 を要す る．即 ち發作期間 が ス い が ，陣

　 痛 の 強 さ は 最も弱い ．分娩第 1 期末に は 牧縮 ・弛緩時閥
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表7第

騨

媚鍵
1は B期 ・C 期 とで差が な い が ， 收縮の 強 さ が最も強 く，

發作期間及 び收縮期問の 面 積は 最大 とな る．經産婦では

牧縮 の 強 さ と牧縮時間が分娩開始直後 と第 1期末との 間

では 為意差ガ 『刃 ’
） られ るが ， 其他は 分娩追行 に伴 う差 が

著 1珥では な い 。

　各期別の 初 帝 婦と經産婦との差 ：陣痛の 全般的特性 と
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し て 總收縮 囘數が初産婦では全期に わ た り多く， 收縮囘

數 は 經産婦 が C 及びD 期で多く，收縮期間及び發作期間

の 面積は 經 薤婦が 發作期間の A 期 の み に多い 他兩者間に

差 を認め な い ．陣痛繭線の 特性 と して は收縮の 強さが初

産婦 で は C ，D 期 で大 き く， 收縮 。弛緩 ・持績時間は經

陛 掃 が B 期で ， 間歇時間は初産婦が B ，C 期で長くs 發

作 。收縮期間の 面積 は 初産婦が D 期 の み に 大 きい 他兩者

間 に 差 を 認め な い ．

　第 2節　分娩第 2 期

　第 1項　初産婦

　第11表 は底部及 び 下部の 測定値，平均値及び 母平均 の

信頼限界
＊

第 13表 は底部 と 下部 の 平均値の 差の 檢定
＊＊の

成績を 示 す．總收縮囘數は同
一であ るが ． 發作期間 ． 發

作 面 積及び總發作面積 は 底部が 大 きい ・

　第 2項　經産婦

　第 12表 は 底部及 び 下部の 測疋 値 ， 平均恆及 び 母平均の

信頼隈界
＊

第ユ4表 は 底部 と下部の 平均値の 差の 檢定
＊＊

の

成績 を 示 す ．總收縮囘 數，護 作 時 閥，發作 薗 積及び 總獲

作 面 積共 に 底部 が 大 きい ．

　第 3項 　初産婦 こ締 産婦との 差

　初 産婦 と經 産 婦 との 差 の 槍定
粹 ＊

は 第11及 び 12表の 測

定値1・一基 づ き行い ，そ の 成績は 第14表 に 示 す ．

　第 蔓項　小　括

　底部と下部 ：分 娩第 2 期 の 收芹f目曲線は分娩第 1 期 と異
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な り下部 に 收縮 を認 め，下部は底部 よ り も收縮開始時 間

が 遲れ，こ の 時間差 は 經産婦 よ り初産婦 が 短い ．網 收 縮

囘數 は 初産婦で は底部 も下部も同
一

であ るが，經産婦 で

は 底部が 多 く，發作時閥，發作而積及 び總發作 面 積 ft初

産
・經 管 婦共に 底部 が 大であ る・

　初産婦 と經産婦 ：A ）．子宮底部　總牧縮囘數 ， 總發作

期間の 面 積 は 初産婦 が ， 發作時副 ， 發作期 間 の 面 積は 經
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騒蕪再繰 露 弊 、攣
諺遂 止L 塑 1 謝　 　 　 　 　 　 　 12．6’　　プ．42　i5、6仔　153 ．3s　3．5sE ヲ 24　5ソ68
　し@5　　　

@
　．F5＝IlzCte3i　　4　t 　 　 　 　 　　　Fs→ Wl　3．S3 　解鰓52匚∫−t6．9　IFs・一，r62，5　Ey ツ 削聾F

．甜 産婦が

き ヤ   　 B ） 子 宮下「總收縮囘 敦 ， 發 作 期問の面

焚び總發 作 期
間
の面積 は 初「蒼 嬬が，發作 町 閥は經 産

が大きい。 　　　　　　 　　ag
4 章 韜 　 　 捜 　正常分 娩さ 子宜 牧 縮曲 縺ヒ か ら研究した

のは
Scha

． tza ） （ 1872 ）以來多數に上るが ，子宮

縮 力に關する 詳細 な 蝦 占 は極 め て 少 く， 僅かに内測 法 で淑Kar

on η，　Al − varez 　and 　
Caldeyro8

） ，

外
測法で

はinlur ’
p

！ ｝，　Rey − nolds3 〕4 ＞の業債を 數 えるIC 　） 自 ぎ な

． しか も2 繋 子 以 上 の誘導を試みた のは Karl9 ．　dn ，　 Re

olds の2 者のみ で ，こ の うち外測 法 に」∂ も の はRe

olds のみ であ る から 主 として 氏 の業 結セ

心にして述
べ⊂みる ． 　 Frey ］ ・o｝に

よれ ば分 娩各k 期 ♂

必ず一竃囘 激 JX 内 の陣 痛で完
了す る こ と 融 口 り，− Z

の 一定 最 大
囘 數を 陣涌最大 數 と 呼 び ， こ とに 破水 後

陣痛 數 は 分 娩の 豫 後 判定 上 に 價 値が あ る と 稱 えた．

の 成 横 も略ζ 氏のそ れ に近
似

す るもので，正 常 分娩

大 略 一定 の陣 痛數で完了する と考 え て 良 い． 併し［庫

最大數を超えた分 娩は凡 て 異 常で ， 人 一 T ． il ｝助 を 要 す

とし て産科手 術 の適嘩 を浹 定 すること は 聊か早斷で

分娩の 難易の判 定 に は 陣 痛 の 強 弱や 子 宮

各部の協調 等が考 慮さ れね ば な ら な い・ 　子宮底
部と下 部 と

關 係につ いて Reynolds3 ｝ は 分娩 第1期の 特 性とし

初めの113 期 は 初 産
の

τ5． 5 ％ ．經産の 93 ． 3 ％，その

の 215 期 では 全 産 婦の約 90 ％ に 子宮下 部の 活 動

認められないと 報告し ， その結果から 以 管開 大に は 子 宮底部 優 位

fundal 　dominance ）が 之要で，底 部から下部 に
向

て活動が匂配的 に減少（diininishing ． gradient 　

　 activity ）し てい ると迂べた． こ の 點 私 の 成績は

ynolds と若干異 なり，　 A 期てま 初産婦 10 例 中

例 に ， 經
壺 妬 で は 1 、 O 例中 a 例が下部の活 動 を示 し ．

，G ， 　D 期 では 初，經共に不 活動 で あ つた ． これ は分

娩開始時期 り 判定と實 驗 装 置 の 相 違 に 基 く ものと 解 さ

るが， 底 邪の牧縮 力 が下部
に

比 較し て 常に虻 倒 的に
強

く，下部が 不 活動 であ る 點で は一致している ． 又この 事． 實を衷仕 け

他の報 告とし て Steer 　and 　Hertshi1
は 分娩第1期では下 部に筋動作電流の發 生をみ な

い
ことを 鯛め，C

p6LZ ＞も 亦分娩 悶始 直 前 の 底部筋 肉 1 こ1 ’ ま acto− m

Bsin 濃度が下部の そ れ に倍すると述 べ ，夊Joffec − ・

atels ＞ 14 ）は筋 肉牧縮 機 能 上 か ら 践 部と下 貫の 協

は 分 娩の 重 要因子で ， 頸管が 門 大 され るた めに
鳳 ｝ L んど

部 の 收 縮｝ ま ないと 稱えてい る ． 併 し Karlso

ﾅ は 子宮内 測法による 實驗か ら，分娩陣 痛 には4 つ

重類（孤 立 ． 性，同 時性，蠕 動 性 及び前 3 者 の 連合

）があり．分娩 開 始 直 後は弱い不 規則 な1箇所の みに限定 す

収洫（ 孤
立 性收縮） で あるが，次 いで全子 宮 が 同 時 V ・一

レ 1註（同 時 性珂嫡≒）し， 分娩 末 期に； ．ま 收縮 が

部に始まり，次
第
に 下 η β に 及ぶ牧縮 （ 炉 動性收 縮 ）

なると 報告した．この 子 宮 内炭 素粒 了 ・ マ イ クロフ

ン
法

は外刻法 や筋 動作臣潅 測定法とは根 本 的 に測定

法 が異なる ので，その 成 績 を 同 一規範下に比較 し て 論

る こ とは妥 當で はな いし ， 叉 その差異の本 質を 論 ず

こ
と

ヂ 私の研究 目的でもない の． で こ れは暫く措 くこと

す るが，方法 や装 選が 異 な って も一 致し た糸凵論は

分 娩 第1 期阡痛では 常に

部が下部、 よりも收 縮 力が強 く，下 部 の 收 縮は殆 ん どこれを
認め得

な いとい う 事責であ る． 　 ev ， Tl 婦と經産 婦の 陣 痛 の 差

に ついてReyno 工ds3 ）
は

兩14 門の仕 事 量が分娩

1 期の初め のz1 、期 では差はない ・ が ． 頸管が 5

皿 開 大 以降でr   痙産 婦の 子宮 底 部の仕 事 ts は 初

婦の2 倍量と なり ， 初産婦は 小さい が 溜曽 的 で あ る

反し 纒産 婦 は 急愚こ上昇 すると虱ぺた ． こ の 結論ぱ

管 の抵 抗 の 小さ い經 産 婦が初 産 婦よ り 大 ざな 仕事 を行
うことは

問 で，前述 の子宮底 部優 位に基 づ く 頸管開 大 の 意義と
も

盾 してい る。こ れ につ い てRey 旦 olds15 ）は

・ 經間の代 ，身機 能の相違 に 董 つ くも のか． 或は 紀 産婦

は
頸
管の 抵 抗 が 小 さ い から 底部が充 分 に 矩 矯し，P ． 多 く
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19 （｝− 90 正 常 分娩 陣 俑 及び 微 弱 陣 痛 の 研 究 口匝 婦 謡言9卷 2 號

に 困 惑 して い る．然 らばどうして こ の 様 な結果が 生 じた

か とい うに，氏の 曲線分析の 詳細が不明なため よ く判ら

な い が ，恐 ら く而 積詩算 を 各曲線毎 に 行わ ず，牧縮 の 強 さ

（單位 ： 9）， 牧縮及び發作時間 （單位 ：秒） を基礎とす

る 數 式 ｝こ よ る 計 算 か ら，牧 縮 仕事量 を：dynes 　per　hour
1
で表わ し た た め でな い か と 推察 さ れ る．叉 Murphy9 〕

1淵 台児娩出に 要 す る 力は 初藤婦．經産 婦 共 に等 しい と述

べ た が，氏の 裝 置 が 腹帯 固 定 に よ る 1 素子誘導であ り且

子 宮筋 〉一ヌ ス を 牧縮曲線の 高低 か ら論 じた 成績の 信憑

性が薄い こ と1・｝！，W 。1fla） ReynoldsLm 呂｝ が 指摘 した と

こ ろ であ る が ， 氏の 計算は 4 收縮〒皮を 1 群と して 平均 し

た 屯の で ， 基準 ト
ーヌ ス は常 に一

定で あ る た め に收縮曲

線の 高低が常 に 陣痛 の 強弱 と比例 して い る と假定す れ ば

正 しい とい え る であ ろ う．

　　　　　　　第 6 章　總括及 び結論

　 以上 の 實讖成績 を總括 して 結論すれば次の 如 くであ

る ．

　 1。 子富牧縮曲線は各個人獨自の 特異な波形登示 し，

一各記録値 の 信藾限界の 範圍 は 甚だ大 きい ，

　 2． 陣痛發作は 略 ζ
一

定の 間 隔 を以 て發來する．

　 3． 分 娩第 1期では底部の 收縮力が強 く， 下部は分娩

開始直後以外に 收縮 を認め な か っ た ．

　4m 分 娩第 2期では 分娩第 ユ．期 と波形を異に し，下部

が 收縮を 示 し しか も ド部の 收縮開始 は 底音区よ り遲れ，そ

の 時間差は 初産婦 の 方が 短い ．

　5、 分娩第 1期の 全般的特性と して は初産婦の 方 が 經

産婦 よ り收縮力の 増加が小であ るが ， 兩者共 に 分娩進行

に 伴 つ て 増加 し分娩第 1期末に最大に 達 し， 陣痛曲線の

特性は，初蘢婦では分娩進行 に 伴つ て 増強 し分娩第 1期

末 に最大 に達す る が ， 經産婦で は分 娩進行 に伴う増強 が

著明でない ．

　6．　初産婦 と經産婦 との 時期に よ る比較は 分皇免第 1期

で は 初産婦が 總紋縮囘數が多 U・他全般的特性 に は大差な

く， 陣痛曲線の 特性では 初産娠の 方 が 經産婦 よ り分娩簓

1 期末の 牧縮の 強 さ及び發作期闘 の 仕事量 が 大 きい ，又

分 娩第 2 期では 全般的特性 が 底 ・下部共に 初産婦の 方 が

大 き く，陣痛曲線の特性 は底部は 經産婦が，下部は初産

帰 が 大 きレ丶

　是等の 成績か ら新陣痛測定器 は分娩第 1 ， 2期 に わ た

り正 常分娩陣痛を 曲 線と し て 表わ し， 陣痛の 全般的特性

及 び 陣痛曲線の 特性 を 檢討 しう る と結論す る 。

第　 2　編 微　弱 　陣　痛

　　　　　　　　榮 1 章 緒　　言

　第 1 編で正 常分焼の 子宮收縮 を 山線で記録 し， 收縮曲

1線の 上 か ら正 常分娩陣痛 を漁討した の で．本編では私 の

考案した 陣痛測 冠 器で微弱陣痛時の 子 宮牧縮 曲線が 如何

に 正常分娩 と異 な るか ． 叉こ れ か ら診斷が可能 か 否か 等

を 檢 討せ ん と して 次 の 實驗 を 行つ た ．

　　　　箪 2 章　實驗材料並 びに賢驗方法

　 ユ．實驗材料 は第 1 編 に述 べ た 通 りで，こ の 内臨床的
「
觀察 か ら原 發 性 及 び 績發性 微 弱 陣痛 と診斷 し得た もの を

無 作爲に 選んだ．

　2。 測 定 方 法 は第 1 編 と 同様 に した ．微弱陣痛の 定義

、は 成書
19 ）に 從い ， 診斷は 陣痛 の 性状 （腹 都 觸診） と分 娩

進 行 状 態 （内 外診） を 目標 に した．

　 3．　 記録 の 分 析 　第 1 編記載の 方法 に 準 じ，次の 5 特

．性 即 ち 1）牧縮「司數，D 收 縮 の 強 さ ．皿）發作時間 ，

W） 間 歇時間 ， V ）發作期間の 面 積 等 を 計算 した 。

　　　　　　　　第 窪章　實驗成績

　第 1 節　原獲性微弱陣痛の 症 例

　第 15，16，1マ表 は 初産婦 3例 ， 經産婦 1 例の 收縮曲線

を 分 析 し各 計 測 値 を 4 時 間 毎 に 平 均 し 24時 間の 縄過 を觀

察 表 示 した も の で，第 1 及 び 2 鬪 は第 2 及 び 4例 の 曲線

の
一一

部 を示 した もの であ る．

　第 1 例　齋〇八 〇子 ， 29歳 3月，初産婦，39週 4 日，入

院時 所見 ：浮捶 （一）， 尿蛋白 （一），血墨
13
漏 ，子宮底

は劍駅突起下 2 横指 ， 兒頭｝ま骨盤入 口 上に固定 ， 第 1頭

位，児心 音 左臍棘線上 ，子宮底の 長さ40cm ， 腹圍 104cm

骨 盤 周圍95cm，骨盤外計測値正 常．分娩糎過 ：血性分泌

朋始昭 和 29年12月 8 口 午後 τ時 頃，陣痛發來 9 日午前 1

時 （子宮 口 2C 皿，頸部柔軟で子宮腟部殆ん ど消失） 破水

自然で同 日 午前 8 時 10 分，當 時 子 宮口 3c皿 開大，阿 口

午後 6 時10分子宮 口 全開大．心音悪化午後 6時 30分 頃，

鉗 子 分 娩 に ょ り 7時 ユ．5分 ，胎 児娩爵第 1 前方後頂位胎盤

娩出 7時 21分，3 期出血量 150cc．處置 ： ピ劑 0．2ccを

左 上 搏筋注 ，同 9 口午前 9 時30分 （子宮 口 3．Ocm），同

10時 ， 同午後 4 時40分 （子宮口 8。Ocm），5r1515分 ，
5

時50分．兒所見 ： 男性 ， 體重 41eeg ， 身長54c馮 頭圍

35cm， 第 2 度假死．
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第 1國 原 叢 性 微 弱 陣痛 長 ○ 千 ○

一
一

第 2 圖　原装性微 弱陣痛　本 ○登 ○ 子

．lk．u −．．．．一．．．．．−f．一 ．．．．一．一一一一・．一一一一一一一・一・一

＿ ＿一 一 一一一・“k／ vvrvvLL へ，」

　　　　　　　　　SIZ；，ni．撫 　 　 　
一
盗・

　 第 2例　長○
一
「0 　30歳 5月，2 囘組産婦，40週 1H ．

入院特所見 ： 浮腫（一），尿蛋白（一），血 er　11Dfso ，子宮底

剣状突起下 3横指，兒頭は 骨盤入 口 上に 固定 ，第 1頭位，

兒心音左臍韓線上 ， 子宮底の 長 さ 3Dcm， 腹圍91  ， 骨盤

周圍8？じm ， 骨 盤 外計測値 正 常．分 娩經過 ：1血性 分泌開始

昭和 29年12月11 口午前 2 特頃 ， 陣痛開始同 日 午前 5時30

分 （子宮 N2 ．5cm， 子 宮腟部消失）， 子 宮口 全開大12日

午前 2 時鑢 分 ， 破水は人工 で午前 2 時40分 ， 胎児娩出午
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

前 2 時59分，第 1前方縫頂位，胎盤娩出午前 3時15分 ，

薯期出血量230じc．處置 ： ピ劑點滴12 日午前 1 時30分 （子

宮 口 3。5cm）か ら午前 21「寺40分迄．兒所見 ：男性．體重

340〔｝9 ，　身長510皿，　頭圍34G皿●

　第 3例 三 〇米 ○，25歳 9月．初産婦，40週 2 日， 入

院 時所見 ：浮腫 （
一

），尿蛋 白 （
一

）．血壓
n5175 ，子宮底

剣状突 起下 3横摺，児頭は骨盤入 口 上 に 固定 ，第 2頭位 ，

晃 心音左 臍鰊線 上，子宮底 の 長さ30cm．腹圍87cm，骨盤

周園86cm， 骨盤 外計測値正 常．分 娩經過 ：血 性 分 泌開始

昭 和 29年 12月 22日午後 9時 頃 ， 陣痛開始同 日午後10時20

分（子宮 口 1．5cm， 子富腟部や Σ 強靱で残存），子宮 口 全

開大同24 日午後 3 時34分 ． ue7jく （人工 ）午後 3 時48分 ，

胎兒娩出午後 4 時25分 ， 第 2 前方後頂 位，胎 盤 娩出午 後

4 時 31分， 3期 出血 量 210cc．處 置 ： ピ 蟹點滴 ， 24 臼 午

前 U 時30分 （子宮 口 3．5G皿）か ら午後 4 時31分 ま で．児

所見 ：女性 ， 禮重 29609 ，身長52cm，頭團32C111。

　 第 4例　本 ○登 ○ 子 ， 2τ歳 11月 ， 初産婦 ， 39週 5 ロ．

入 院時 所見 ：浮腫 （
一

），尿蛋自（
一

），血壓
z2°

／so，子宮

底剣状突起 下 3横指，兒頭 は 貲盤 入 口上 に 固定 ， 第 1 頭

位，兒心音左臍棘線上 ， 子宮底 の 長 さ 28．5cm，腹園 77

C皿，骨盤周瞰 5cm， 骨盤外計測値正 常．分娩經過 1 血 性

分泌開始昭和30年 1月 17H 午前2 時頃，陣痛開始午前 6

時，子宮口全開大18 日 午前 師 寺10分 ， 破水 （貞然）同午

前 8 時50分 ， 胎兒娩出午後 0時ユ5分 ， 第 1前方後頂位，

胎盤娩出午後 0 時 20分．處置 ： ピ 劑 e．2じ。上蹲筋注 ， 18

日午前 11時47分．兒所見 ： 女性 ， 體重 2230g ， 身長 46
cn1，頭圍30C皿．

　第 2 節　續發性微弱陣痛の症例

　第 18， 19，20，2ユ表 は 初産婦 4 例 の牧 縮 曲線を分析

し， 各計測値 を3 分毎 に 平均 して 正 常分娩 か ら微弱陣痛

に移行す る過程を麟察した もの で ， 第 3圖｝ま第 2 例の 曲

線 の
一

部 を示 した もの である．

　第 1例　仲○夊○，25歳11月，初産婦，39週 6 日，入 院

時所見 ：浮腫 （
一

），尿蛋白（
一

），」血壓
116

！8。，子宮底剣状

突起 下 3 横指 ， 見 頭は骨盤入 N 上 に 固定，第2 頭位，児

心音右 躋棘線上，子宮底の 長さ32cm，腹 ma88cm，骨盤周圍

85C皿，骨盤 外計測値 正 常．分 娩經過 ：血性分泌開始昭 和

30年 1 月19 日午前 6 時 頃，陣痛開始午前 8 時30分，同 日

午後 1 時頃 か ら陣痛微弱 とな り 1 時50分 陣痛 は 殆ん ど停

止 （子宮 口 5c ］の，子宮口 全 鬩大同 丁時 30 分，破水 （人

工 ） 同 7時 40分，次 第 に陣痛緻 弱 とな り分 娩進行 せ ず 同

3 蒔 頃か ら兒心 音惡化，治療 に よ り同 9 時20分 囘復 した

が 同 9 陦 55分 再 び悪 化 して 囘 復不 良 とな り，ユ0時訪 分 鉗

子手術施 行．第 2 前 方 後頂 位，臍帯纏絡，胎盤 娩出10時

51分，3期 出血 量 230cc．處 置 ：ピ 劑 點 滴 ，第 1 囘 は 19

日 午後 2 時34分 か ら午後 3 時41分 （子宮 口 5　Clll），第 2 囘

は 午後 9 時59分 （子宮口 全 開大） か ら1 時 28分 ま で，同

日 午後 3 時 5 分 頸 部 Y 字 切 開．児 所見 ：男性 ， 體重 3100

島 身長 51cm，頭 圍 33c皿 ， 第 1度 假 死

　第 2 例 桜 ○ 堯○，25歳 9 月，初産婦 ， 39週 5 日．入

院時所見 ：浮腫（
一

），尿蛋白 （
一

），血 壓
正1 °170， 子 宮 底 剣

状突起下 3 横指，兒頭 は 骨盤 入 口上 に 固 定．第 1 頭位 ．
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とゴ1訟 出 一

兒心音左儕棘線上，子宮民の 長 S28 ．5cm，腹圍83Clll，骨盤

周圍8Go皿 ， 骨盤外計測値正 常．分 娩 經 過 ；血 性 分 泌 開 始

H召和30年 工月 3］ロ 午後 4 時頃，陣痛開始 2 月 1 口午前10

時 （子 宮口 2．・5。m），破水 （自然）同 日午後 O時20分 （子

宮 口 3 ¢ 皿），子 宮 口 全 開大同 月午 後 9 時30分 ， こ の 頃 よ り

次 第 に陣 痛微 弱 と な る．胎兒 娩出午後11時43分，第 1前

方後頂位 ， 胎盤娩出同 2 日午前 0時 5 分，3 期出血 量 50

ees 處 置 ： ピ 劑 點 滴，1 日午後 11時15分 か ら午後11時43

ifま で．児所見 ： 女 性，體重 22009 ，身長50c皿，頭圍32c皿

　第 3 例 　佐 ○揖 ○ ， ti
“8歳11月。初産婦，4G週 4 日．入 院

時所見 ：浮 腫 （一），尿 蛋 白 （十 ），血 壓
14S
！、］s，子 宮底 剣

状突起下 3横 指，兒 頭 は 骨盤 入 口 上 に や X 固定 ， 第 2頭

位 ， 晃 心音左 臍棘線 上 ， 子宮底 の 長 ざ30cm，腹圍 89cm，

骨 盤 周 圍 85em，骨鹹 タト計 測 値 正 常．分 娩經過 ： 血 性 分

泌開始 昭 和30年 2 月20日午 前 5時 頃，陣痛開始同 凵午前

7時 3G分 （子宮 口 2．5）c田，子 宮口 全開大午後 6 時26分，

破 水 （自然） 午 後 6 時35分，午後 7 峙 15 分 頃 よ り陣痛微

弱 とな り臍帯雜音著明 ， 丁時58分 兒心 音悪 化，8時 4分

鉗子手 術施行 ， 第 1前方後頂位 ， 臍帯纏絡 ， 胎盤娩出午

後 8 時10分 ， 3期出血 鼠 50cc．處置 ： ピ 劑 O。2cc午後 7

時 53fi＞i 愽筋注。晃 所見 ： 女性 ， 體重 29359 ，身 Fi　49

c皿 ， 頭圏 32¢ 皿，第 2度假死。

　第 4例　山○智○子，22歳 10月，初産婦 ， 40週 5 日．

Delirery

入院時所見 ：浮腫 （一），尿蛋白 （
一

），．ロiL腿 工25
紬，兒頭

は 骨盤 入 ［ 上 に 固定 ， 箟 2 頭位，児 心 音左 濟棘線、E，子

宮底の 長 さ 31c田 ，腹pm8Tcm，骨盤周圍85cm．骨盤外計測

値 正 常．分娩經過 ：血 性分泌開姶昭和30年 2 月22 日午後

7時頃 ， 陣痛開始午後10H寺15分 （子宮 口 2。5c皿） 23日午

前 郵 寺30分 曠 よ り陣痛微弱 とな り午前 5時 に は 殆ん ど停

止 （子宮 冂 5．5cm）， 子宮 口 全開大午前 5時55分 ， 破水

（自然）午前 6 時 8分 ， 胎兒娩出午前 6 時2’IEr， 第 2 前

方 後頂位，3 期出血 量 15Gcc．處置 ： ピ劑點漕・2・3　H 午

前 5 時 20分 よ り　（子 宮 rr5．5cm） 午 前 6 時2τ分 ま でt 兒

所見 ：女性 ．．體重28209 ， 身長 50c田， 頭圍32ql1．

　第 3節　原發性 及び續發性微弱陣痛例 に於け る成績

　1）　原發 性 微弱陣痛　第 1 。3 ・4例 は 初産婦 ， 第 2

例 は 經 産 帰で，第 2 例が早期破水及 び 巨大兒 を合併 して

い た 以 外に 本症 の 原因 と認め られ る事頂は不明で あ る．

　第 1 ・2 ・3例 ｝まい ず れ も類似の 曲線型 を示 し ， 下 部

の 收 縮 を認め ず ， 底部の 收綿曲線の 特性 は 正 常分 娩に比

較 して 收縮囘 數 に 有意差な く， 牧縮 の強 さ，陵作時閥．

護作期間面積 は 小 さ く，間歇時間は長い ．第 4例 は 底部

の 牧縮の 強 さ は 正 常牙 娩｝こ 比 して 弱い が ． 曲線型 が 前 3

者 と 異な り陣痛發作が 終了 して もJ反縮 曲 線は 基 線．−Lに 復

さず ， 發作 と間歇 の 區別が つ け難く しか も下 部 の 收縮 を

伴つ て い る ．
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　　2） 績發性微弱陣痛　全例共 に 初産婦で第 1 ・4 例は

　分 娩第 1期，第 2 ● 3 イ歹亘きま分娩第 2 期 愚こ 續發
’
性三微§≦｝陣痛

　を起した もの で ， 第 1 。3例は臍帯纏絡 ， 第 2例 は早期

破水を合併 し， そ の 原因はい つ れ も頸管 の 讖開障碍に よ

　る 疲勞性 の もの と考 え られ る．

　　牧縮曲線の 特徴はい ずれも正 常 分 娩の 子宮收縮曲線が

　次第 に 微弱 とな り， 最後に 全 く收縮が停止 した もの で，

原發性 微弱陳痛 の 收縮 曲線とは 全 く曲線型を異に してい

　る．

　　　　　　　　 第 4 章　考　　按

　 微弱陣痛を機能的 に分類 して低張性（hypotonic）， 常

張性（normotonic ）， 高張性（hypertonic ）に 區 別せ ん と

す る も の ， 痙攣 性 微弱 陣痛 の 存在を 主張す る もの 或はこ

れ を 否定す る もの 等が あ つ て ， 未 だ 確固た る定説は な い

が臨往の 業績を簡單に
一
暼 して み る と次の 如 くで あ る．

　 L6rand2 °）2L ｝は子宮筋 トーX ス を 陣痛 曲線の 基線の 高

低か ら判定 した が ， 微弱陣痛に は痙攣性 の もの があるこ

とを知り， こ の 場合には 陣痛促進劑は禁忌で痲醉劑が適

悪であ る と し， 叉陣痛の 強 さ と疼痛感 との 問 に は密接な

關係があると述〜 Murphy9 ） も痙 攣性微弱陣痛の μ孳稱

を用い な か つ た が ， 原發性微弱陣痛に は低張性 ， 常張性

高張性 の 3 分類の存在を 確認 して L6r 鋤 d の 主張 に賛成

し． 更 に 續凌性 微弱陣痛の 發現 の 時期 や そ の 診漸 を 曲線
的 に 確定 す る こ とは 容易で あ る と論 じた が ， 曲線分析の

結果 に 基 くもの ではなかつ た ．一方 Wolf鋤 は L6r加 d

が微弱陣痛を 間歇時の 子宮筋 トーヌ ス の 強弱 に基 づ い て

論 じて い るが ， セ の トー−X ス 低下の 隈界 の 意味 を 明示 し

て い な い こ とは甚だ 遺憾であり， 間歇時の トーヌ ス の 振

幅が 小で しか も高い 値を示すもの をす べ て 痙攣性微弱陣

痛とす る こ とは疑問で．L6 慮 nd の 所 謂 痙攣性 微 弱陣痛

の 様 な 場合もあ る が ， 頸管 の 開大を助長し分娩 を 促進す

る場合もあ り一概に諭ぜ られな い と し，又陣痛の 強 弱 ぽ

疼痛 に
一

致或は平行 しな い と反駁 した f

　 Reynolds3 ） は微弱陣痛の 本態 を 追求す る に は 正 常分

娩時の 子宮牧縮 の 生 理 的な 根豫 を確立す る必 要 が あ り，

在來の 方法では 真 の 子宮收縮力 を 知る こ と が 不可 能で

Tokodynamometer の 如 き精密な装置を用 い腹部各位

置か らの 2 素子以 上 の 誘導 を す れぱ，初 め て こ れ を解決

し得 る こ と を提唱 し．正 常分娩第 1 期 陣痛 に關 して は 畫

期 的 な 結 論 を 導 き 出 し 乍 ら も ， 裝置の 缺陥の た め か微弱

陣痛 に つ い て の 報告｝ま子癇 を合併 した 績發性微弱陣痛例

を 3素子誘導曲線で記載した に 止 り，5（　Caldeyro　and

Alvarez23 ） と共 に 間歇時羊水 壓 が 正 常陣痛時壓 （10  n

　  ）よりも高 く， しか も外測定 に よる 場合子宮各部問 の

收縮 が非同時性を示す微弱陣痛例 を報告 した が ，詳 細 な

　曲線分 析 を 行 わ ず，結局 Tokodynamometer の 本症

　に 羇す る診斷的價値 を 明 ら か に しな か つ た ．叉 Steer

and 　Hertshil）は動作電流測定時 ， 本症にも正常分娩時

に 酷似 した 非常に 不規則な 波形の 重畳が 認 め られ兩者 の

區別 を爲 し難 い と した。

　　Joffecoate
！4） は 臨 床觀祭 と，

　 L6r蝕 d，　 Murphy9 〕
，

Nixon24 ） 及 び Reynolds3，Vi7）23〕 等 の 實驗報告 に 基 づ

　き，陣痛異常 を形態學的に 分類 して ， 低張性微弱陣痛は

子宮金般に わたつ て收縮力が 弱い もの をい い ，こ れ を真

の微弱陣痛と稱す ぺ きで あ り，高張性 微弱陣痛及 び 恐 ら

　く常張性微弱陣絹も下部の 收縮 を伴 う非協調性子宮收縮

の 範疇に入れ る こ とが妥當で あ る と考え ， 更 に 非協調性

子宮收縮 に は前 驕 陣痛，痙攣陣痛 ， 絞窄輪を も含むと述

べ た ．

　 私 の 得た實驗成績 と底部 に 裝着 した腹帯固定の 1 素

子誘導に 基 づ い て 得 た 結論 とを 同
一

規準下に論ず る こ と

は 適當でない が，私 の 實驗例中原發性微弱陣痛の 第 1 。

　2 ・ 3例は筋 自體の收縮力が 弱 くしかも下部收縮 を示さ

な い 所謂低張性微弱陣痛 と稱す べ き もの で， 第 4例は底

部 の 收縮力が弱 く間歇時も基線上 に復さず ， 下部牧縮 を

伴っ て い る もの で ，
L6rand 及 び Murphy の い う高張

性微弱陣痛 ， 或 は Joffecoateの い う非協調性子宮收縮

に屬すべ き も の と考 える ．

　　　　　　　第 5 章　總括及び結論

　 以 上 の 實驗成績 を 總 活 して 結論 す れ ば 次 の 如 くであ

る．

　 1． 子宮收縮曲線は各個人獨自の 特異な 波形を示す．

　2． 原發性微弱陣痛 と續發性 微弱陣痛 とは 異な つ た波

形を示 す．

　 3．原發性微弱陣痛は正常陣痛と比べ 陣痛開始直後の

收縮囘數には 大差が な い が ， 牧縮 が 不 規則 で，收縮 の 強

さ ， 渡作 時 間，發 作 期 間の 面 積 が 小 で子宮筋 自體の 收縮

力 が 弱 く． 且時間の 經過 に 伴つ て收縮力が 増強 しな い ．

　 4．績發性微弱陣痛 は 最初正 常 で あ つ た 子宮收縮力が

次 第 に 減弱 し ， 最後に 全 く停 止 す る こ とを 認め た ．

　 5．原發性微弱陣痛を子宮筋 トー又 ス の 高低 か ら分類

す る こ とは 理 論的根據 に 乏 し く， 低張性微弱陣痛は 子 宮

筋自體 の 收縮力 が 全般的 に 弱 く，下部の 收縮 を示 さ ぬ も

の を い い ， 高張性 微 弱 陣痛 は 底部の 收 縮 力が 弱 く且 下 部

收 縮 を伴 つ た もの をい うが ． 叉績發性微弱陣痛 に は か S

る 區別がな い ．
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即 ち 是等の 成績の 示す 如 く新陣痛測定器 に よ り分娩第

1 ・2 期 に わ た り正 常分 姫 球痛 と微弱 陣痛 とを 區別す る

こ とが 出來 ， 叉原發性徴脳 韋痛と續發性微弱陣痛とを鑑

別 しうる。

全 　 　編 の 總 　　艝

　自己老案 の 新陣痛測定益 を用 い
， 初産婦及び経

産婦各 10名 に つ き正 常分娩時子 宮牧縮曲線 の 分析

を行い ．その成績 を第 1 編 で述 べ た ．今それ を要

約 する と子 宮收縮曲線は 各個 人 に 夫 々 獨 自の 波形

を示 す が ， 陣痛發作 は略
・一

定 の 間隔 を以て發來 し

各計灘値の 正 常範 甑 は大 き く， 分娩第 1 期陣痛で

は 或部 の 收縮力 が下都 よ りも強 く， 下 部は分娩開

始直後 に收縮 を示 すの み で あ り， 分娩第 2 期 で は

陣痛荊線は分娩第 1 期 の そ れ と波形 を異に し且
一
ド

部 も收縮する こ とを知 つ た ．更 に 陣痛 の 全般 的特

性 どF．
’
¢痛曲線 の 特性 とを檢討 し，收縮力が分娩進

行 に伴 つ て 増加 し分娩第 1 期末 に最大 に達す る こ

とを確か めた が ， 經産婦で は分娩進行 に伴 う増加

が 著萌 で ない こ とを知 り， 又初 産婦 と經産 婦 との

時期に よ る 比較 を行 つ た結果 ， 分娩第 1 期 で は分

娩進行 に 伴う收 縮力 の 變化の樣式 がそ れぞ れ相違

し ， 時期別 の 差異は B 期以外大 差 は ない が ， 分娩

第 2 期 で は初産 婦 と經 産婦 が明 らか に異 なつ て い

る こ とを知 つ た ．

　第 2 編で は 原發性及び績發性微弱陣痛各 4 名 に

つ き陣痛 を描記 す る に ， 子 宮收縮曲線 は各個人 に

特異的 で あ り， 原獲性微弱陣痛 と續發性微弱陣痛

とは 波形 を異 に し ， 原 發性微 弱陣痛は 正 常分娩陣

痛 に 比 べ て 收縮力 が 弱 く且 牧縮が不規 則 で ， 時 聞

の 經過 に伴 い 收 縮 力が増強 せ ず處置 を加 えない 隈

り牧縮 曲線に變化 な く分娩が遷 延す る こ とを知 つ

た ． 又 Joffecoateは 子宮筋 自体 の J攻縮力 が 弱 く

且
一
ド部攻縮 を示 さ ぬ もの を低 張性微 弱陣痛 ， 底部

の 枚縮力が弱 く且下 部 1；攵縮 を伴 つ た もの を高 張性

微 弱陣痛 と定義 し て い る が， か S る例 の ある こ と

を知 り民 の 説 に賛意 を表 した． 又續發性微弱陣痛

に は か V る分類 は存在せ ず ， 正 常分娩陣痛 よ り漸

次 微 弱陣痛 に 移行す る 過 程 を明 らか に して 本症の

早期診斷が 可能 で ある こ とを明 らか に した ．

　　　　　　　　　結　　論

　私 の考案 した 新陣痛測定器に よ り分娩第 1 。2

期の 正 常分娩陣痛 の 性耿 を 明 らカ」に し ， こ れを用

い て 微弱陣痛を も擁診 し得 る．

　稿 を 絳 る に 當 り御 懇 篤 な 碑 指導，御 絞 闊 を賜 つ た 愚 師

加 來 這 「塰教 損 に 深 く惑 謝 敷 し ま す．
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